
▼
囲
碁
を
楽
し
む
会
は
三
月

例
会
を
も
っ
て
28
年
の
活
動

を
終
了
し
ま
し
た
。 

▼A
E
D

が
あ
る
こ
と
を
外
の

掲
示
版
に
明
示
し
ま
し
た
。 
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ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
香
港
編
４ 

一
月

31
日 

 

 
「
美
食
の
都
、
香
港
を
食
べ
る
」 

  
 

ア
ジ
ア
料
理
研
究
家
・
国
際
中
医
薬
膳
師 

外
処
佳
絵
（
と
ど
こ
ろ
よ
し
え
）
さ
ん 

  

九
浦
の
家
が
香
港
料
理
店
に
な
っ
た
！
開
催
当

日
の
館
内
は
薬
膳
の
か
ぐ
わ
し
い
匂
い
が
満
ち
、
道

ゆ
く
人
々
の
鼻
腔
も
刺
激
さ
れ
た
の
で
は
。 

今
回
は
ア
ジ
ア
を
旅
す
る
料
理
研
究
家
の
外
処
佳

絵
さ
ん
の
、
実
際
に
食
べ
、
作
り
方
を
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
版
（有
料
・定
員
・事
前
受
付

制
）で
し
た
。
味
わ
っ
た
料
理
は
以
下
の
通
り
。 

・煲
湯
（ボ
ウ
ト
ン
）…
香
港
人
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
薬
膳
ス
ー
プ
。
時
々
の
体
調
に
合
わ
せ
て

様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
豚
肩
肉
・香

港
産
の
砂
肝
の
干
物
・ク
レ
ソ
ン
な
ど
８
種
の
食
材

を
大
鍋
で
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
コ
ク
の
あ
る
ス
ー
プ
。 

・黒
豆
・黒
米
・鶏
肉
湯
…
骨
付
鶏
肉
・百
合
根
・

す
る
め
な
ど
を
黒
の
食
材
で
煮
込
ん
だ
、
滋
味
あ

ふ
れ
る
ス
ー
プ
。
参
加
者
の
年
齢
層
を
考
慮
し
た
、

美
肌
・利
尿
・ア
ン
チ
エ
ー
ジ
ン
グ
の
薬
膳
ブ
レ
ン
ド

を
外
処
さ
ん
が
考
案
。 

・黒
芝
麻
糊
（黒
胡
麻
し
る
こ
）…
薬
膳
で
は
黒
い

食
材
は
腎
に
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
ゴ
マ
の
香

り
高
い
デ
ザ
ー
ト
。 

 

外
処
さ
ん
は
、
薬
膳
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
て
い

る
香
港
の
食
の
魅
力
に
つ
い
て
、
豊
富
な
画
像
や

実
物
を
使
い
、
わ
か
り
易
く
説
か
れ
ま
し
た
。
レ
ス

ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
の
見
方
や
香
港
で
乾
物
を
買
う

時
の
コ
ツ
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
当
日
の

料
理
レ
シ
ピ
や
本
場
の
乾
物

の
お
土
産
も
あ
っ
て
、
食
べ
て

学
べ
る
、
楽
し
い
昼
下
が
り

で
し
た
。
質
問
の
多
さ
か
ら

も
食
と
健
康
へ
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。 

 

前
夜
の
雪
も
影
響
な
し
！
一
月

24
日
（日
）の

恒
例
お
餅
つ
き
。
11
時
開
始
で
、
も
ち
米

50
㎏

が
終
了
予
定
の
午
後
１
時
前
に
な
く
な
る
盛
況

で
し
た
。
参
加
者
が
ま
た
ふ
え
る
！
。
市
長
、
子

ど
も
家
庭
部
長
、
先
生
方
も
大
勢
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
写
真
は
挨
拶
す
る
河
村
四
小
校
長
、

右
は
佐
々
木
本
宿
校
長
。
さ
ら
に
右
が
本
宿
小

の
先
生
た
ち
。
三
中
生
、
子
ど
も
ス
タ
ッ
フ
ク
ラ
ブ

（東
部
福
祉
の
会
）の
子
供
た
ち
が
、
上
級
生
は

お
も
ち
配
り
、
低
学
年
は
お
椀
運
び
や
百
人
一

首
か
る
た
取
り
を
手
伝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

能
楽
鑑
賞
講
座 

二
月
７
日 

「 

鵺
」ぬえ 

青
木
健
一
氏 

 
 

  

若
手
能
楽
師
に
よ
る
人
気
の

講
座
は
回
を
重
ね
て
今
回
で

４
回
目
。
参
加
者

62
名
と
、

資
料
が
不
足
す
る
人
気
で
す
。 

つ
ど
い
へ

ど
う
ぞ 

 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー 

「
認
知
症
を
学
び
地
域
で

支
え
よ
う
」
一
月

29
日 

  

ゆ
と
り
え
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
津
賀
田
、
西
川
、
古
路
木

さ
ん
の
説
明
で
理
解
の
手
掛
り
を
得
ら
れ
ま
し
た
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て 

二
月

25
日 

市
情
報
管
理
課
社
会
保
障
・税
番
号
制
度
担
当

森
脇
さ
ん
に
よ
る
説
明 

 

災
害
時
に
お
け
る
公
助 

三
月

26
日 

  

市
防
災
課
職
員
の
公
助
の
解
説
、
減
災
啓
発
ビ
デ

オ
上
映
と
、
心
肺
蘇
生
実
技
を
職
員
と
中
村
茂

美
さ
ん
に
習
い
ま
し
た
。

A
E
D

が
来
る
ま
で
頑
張
っ

て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
。

A
E
D

は
恐
れ
ず
に
音
声

指
示
通
り
に
や
れ
ば
大

丈
夫
。
同
時
に
防
災
用

品
展
示
も
実
施
。 

  

私
た
ち
の
街
企
画 

「
外
環
予
定
地
と
女
子
大
通

り
を
歩
く
」 

三
月

26
日
午
前 

   
 

18
名
で
昭
和

44
年
竣
工
の
JR

高
架
下
か
ら
東
町
緑
地
を
経
て
杉

並
予
定
地
を
通
り
女
子
大
通
り

へ。
こ
こ
か
ら
は
、
先
日
発
表
さ
れ

た
拡
幅
予
定
の
女
子
大
通
り
を
見

な
が
ら
九
浦
の
家
ま
で
。
こ
れ
か
ら

住
民
は
、
東
京
都
と
計
画
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

日
も

16
ｍ
の
道
路
幅
は
必
要
か
と

い
う
の
が
参
加
者
の
感
想
で
し
た
。 

 

     

▼
今
年
も
コ
ミ
セ
ン
運
営
の
自
己
点
検
。
５
日
の
臨

時
運
営
委
員
会
兼
新
年
会
で
行
い
ま
し
た
。 

▼
和
室
の
障
子
張
り
替
え
ま
し
た
。 

▼
一
部
破
損
し
た
ホ
ー
ル
の
壁
修
理
終
わ
る
。 

▼
次
年
度
予
算
で
、
物
置
を
取
り
替
え
る
。 

▼
コ
ピ
ー
機
が
新
し
い
機
種
に
代
わ
り
ま
し
た
。 

▼
ホ
ー
ル
図
書
は
、
先
年
度
ま
で
は
月
刊
「き
ょ
う

の
料
理
」と
「き
ょ
う
の
健
康
」で
し
た
が
、
28
年

度
よ
り
「 

暮
し
の
手
帖
」を
お
き
ま
す
。 

▼
一
月

26
日
ご
ご
第
９
回
吉
祥
寺
東
落
語
会
、

牛
ほ
め
と
妾
馬
の
２
席
に
51
名
の
参
加
者
。 

▼
三
月

10
日
初
級
囲
碁
大
会
。 

▼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
25
日
、
お
茶
会
で
お
点
前
。 

▼
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
日
が
毎
月
第
一
土
曜
日
に
な
り

ま
し
た
。 

▼
昨
年
臼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
前
の
が
さ
さ

く
れ
て
来
ま
し
た
。
代
わ
り
を
探
し
て
い
ま
す
。 

▼
ホ
ー
ル
の
超
古
い
エ
ア
コ
ン
か
ら
、
時
々
異
音
が

出
ま
す
。
事
務
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
四
月
２
日
午
後
２
時
か
ら
宮
本
小
路
公
園
の
枝

垂
れ
桜
の
下
で
お
花
見
を
し
ま
す
。 

▼
市
の
公
園
に
公
設
掲
示
版
を
設
置
出
来
な
い

か
、
市
に
要
望
し
ま
す
。 

◎
ご
一
緒
に
運
営
委
員
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

四
月

10
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
で
。 

        

◆
東
町
の
昭
和
史
「 

嫁
い
で
来
た
こ
ろ
」 

 
 

う
ぐ
い
す
小
路
の
今
野
さ
ん
池
田
さ
ん 

 
 

四
月

30
日

14
時
～ 

 

◆
東
部
福
祉
の
会
総
会 

 
 

 

四
月

25
日(

月)

14
時 

本
町
コ
ミ
セ
ン 

  

◆
東
部
防
災
会
総
会 

 
 

 

五
月

15
日
（
日
）  

本
宿
コ
ミ
セ
ン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

春を呼ぶ九浦お餅つき 

  ●時  ●● 
 

 

 

 

 

 

 

 



街づくりができるのは、そこで生活  する私たちです。 

◎
一
月

29
・
30
両
日
、
本
宿
小
は
と
の
子
作
品
展
。

30
日
は
授
業
の
学
校
公
開
も
。
作
品
展
で
は
、
授
業

の
休
み
時
間
と
１
・
４
校
時
に
図
工
専
科
の
井
ノ
口
先

生
に
よ
る
製
作
の
意
図
や
作
品
の
見
方
を
解
説
す
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
写
真
上 

６
年
イ
イ
、
イ
ス
）
。 

第
四
小
学
校
は
、
一
月

22
・
23
日
に
作
品
展
と
学
校

公
開
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
二
月

11
日
本
町
コ
ミ
で
東
部
福
祉
の
会
が
災
害
時

要
援
護
者
「安
否
確
認
」
支
援
者
の
つ
ど
い
。 

◎
二
月

21
日
、
あ
そ
べ
え
運
営
委
員
会
主
催
「む
か

し
遊
び
大
会
」
。
今
年
は
240
名
と
昨
年
を
し
の
ぐ
参
加

者
で
、
大
人
も
多
数
。
お
手
玉
の
三
つ
玉
が
取
れ
る
人

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
人
数
が
増
え
た
の
で
カ
ル
タ

な
ど
今
ま
で
舞
台
で
行
っ
て
い
た
物
を
集
会
室
へ
移
し

ま
し
た
。
お
汁
粉
も
最
後
は
少
し
薄
く
な
っ
た
か
も
。 

◎
三
月

18
日
好
天
の
第
三
中
学
の
卒
業
式
。
３
ク
ラ

ス
男
子

61
女
子

56
名
が
、
伝
統
の
合
唱
に
送
ら
れ

て
。
一
時
頃
通
り
か
か
る
と
、
式
を
終
え
て
校
門
を
出

て
き
た
卒
業
生
３
名
。
荷
物
を
置
く
と
、
大
き
く
手
を

揚
げ
て
「あ
り
が
と
う
」
と
叫
び
、
深
々
と
一
礼
し
ま
し

た
。
充
実
し
た
三
中
の
三
年
間
を
語
っ
て
余
り
あ
り
ま
す
。 

◎
三
月

25
日
、
本
宿
・
第
四
小
学
校
卒
業
式
。
こ
の

日
も
晴
天
。
本
宿
小
は
男
子

20
女
子

19
が
卒
業
。

桜
ほ
こ
ろ
ぶ
中
見
事
な
式
で
し
た
。
一
日
に
し
て
児
童

は
生
徒
に
変
身
。
六
年
間
一
ク
ラ
ス
だ
っ
た
の
で
と
て

も
仲
が
良
い
今
年
の
卒
業
生
は
、
一
年
生
の
時
あ
の
三

月

11
日
の
地
震
を
体
験
し
ま
し
た
。 

◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
岡
田
さ
ん
ち
」
三
月
末
閉
設
で
す
。 

◆
東
町
の
事
故
事
件
（一
月
末
～
三
月
末
） 

事
故 

一
丁
目
１
、
二
丁
目
１
計
２
（車×

バ
イ
ク 

自

転
車×

自
転
車
各
１
）
．
物
損
事
故
一
丁
目
６ 

二
丁

目
４ 

四
丁
目
１
計

11
（車×

車
４
、
車×

バ
イ
ク

１
、
車×

自
転
車
２
、
自
転
車×

自
転
車
１
、
自
転
車

×

物
３
）
。
事
件 

空
き
巣
５
（二
月
中
旬
ア
パ
ー
ト
一

階
ガ
ラ
ス
破
り
１
、
二
月
末
～
三
月
初
ア
パ
ー
ト
無
施

錠
４
） 

自
転
車
盗
５ 

器
物
損
壊
２ 

詐
欺
２
（
振
り

込
め
詐
欺
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

 

市
民
文
化
会
館
見
学
会
で 

改
修
部
分
の
説
明
を
受
け
る
。 

    
 
  
   

    
 

陳
情
後
、
市
は
早
速
市
報
で
募
集
し
、
二
月

３
日
の
午
前
午
後
２
回
改
修
必
要
箇
所
の
見

学
会
を
行
い
ま
し
た
。 

改
修
必
須
は
大
ぜ
り
で
す
。
ト
イ
レ
拡
張
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
わ
か
り
や
す
い
部
分
に
加

え
、
釣
り
天
井
補
強
の
た
め
に
、
梁
を
追
加
す

る
そ
う
で
す
。
今
回
も
天
井
を
吊
下
げ
る
お
び

た
だ
し
い
金
属
棒
の
間
の
キ
ャ
ッ
ト
ウ
オ
ー
ク
を

通
り
抜
け
ま
し
た
。
音
が
隣
に
響
く
の
で
大

ホ
ー
ル
・小
ホ
ー
ル
が
同
時
に
は
使
え
な
い
の

は
、
複
数
の
幕
を
上
げ
下
げ
す
る
装
置
が
境
目

に
あ
る
と
い
う
設
計
上
の
弱
点
に
よ
り
ま
す
。 

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
パ
イ
プ
を
収
め
た
４
つ
の
箱

が
積
ん
で
あ
る
だ
け
な
の
で
、
音
響
を
妨
げ
な

い
方
法
で
今
後
、
床
や
壁
に
固
定
す
る
工
夫
を

別
予
算
で
す
る
そ
う
で
す
。 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
写
真
の
階
段
壁
側
部
分
に

上
右
ホ
ワ
イ
エ
へ
の
３
段
分
ま
で
が
平
ら
に
な
る

よ
う
、
か
さ
上
げ
し
設
置
さ
れ
ま
す
。 

５
年
前
の
三
月

11
日
、
連
合
音
楽
会
で
こ
こ

に
い
た
当
時
の
中
学
生
の
一
人
が
、
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
が
落
ち
た
ら
と
思
う
だ
け
で
怖
か
っ
た
。
な

く
て
も
い
い
の
で
は
と
言
っ
て
い
ま
す
。
（参
加
者
） 

 

お
断
り 

前
号
の
記
事
は
、
地
域
か
ら
出
た

陳
情
で
、
吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
し

て
の
意
見
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

吉
祥
寺
で
は
「 

公
会
堂
」建
て
か
え
の
行
方

を
気
に
し
て
い
る
人
が
多
い
で
す
。 

 

女
子
大
通
り
「優
先
整
備
路
線
化
」

当
事
者
へ
の
説
明
会
で
反
対
の
声 

 
 

 二
月
３
日
夜
、
「 

女
子
大
通
り
整
備
計
画
を

考
え
る
有
志
の
会
」が
、
女
子
大
通
り
沿
線
住

民
の
お
宅
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
、
九
浦
の
家
に
集

ま
っ
た
35
名
が
市
の
都
市
整
備
部
職
員
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
女
子
大
通
り
は
都
道
ゆ

え
都
の
事
業
で
す
が
、
急
浮
上
し
た
優
先
整
備

路
線
化
に
不
安
を
覚
え
た
住
民
が
情
報
を
求

め
て
市
都
市
整
備
部
に
説
明
を
依
頼
し
ま
し
た
。 

計
画
が
50
年
も
の
間
手
つ
か
ず
の
ま
ま
高
齢

化
が
進
み
、
「 

こ
の
歳
に
な
っ
て
今
更
動
け
な

い
」「 
死
活
問
題
だ
」な
ど
、
困
惑
の
発
言
が
多

く
出
ま
し
た
。
ま
た
、
「 

歩
道
は
整
備
す
べ
き
だ

が
女
子
大
通
り
が
幹
線
道
路
の
位
置
づ
け
で
、

幅
員

16
ｍ
な
の
は
、
井
之
頭
通
り
が
14
ｍ
50

で
あ
る
の
に
対
し
て
納
得
で
き
な
い
」な
ど
の
意

見
も
出
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
結
果
、
二
月

10

日
に
東
京
都
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
142
名

連
名
で
意
見
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

三
月

11
日
に
島
崎
都
議
会
議
員
を
迎
え
た

二
度
目
の
集
会
で
50
名
を
超
す
沿
道
住
民
が

経
過
を
聞
き
ま
し
た
。
住
民
は
27
年
五
月
の

「 

中
間
ま
と
め
」パ
ブ
コ
メ
の
際
は
、
武
蔵
野
市

の
都
へ
の
働
き
か
け
や
、
意
見
募
集
に
気
づ
か

ず
、
一
二
月
市
報
で
初
め
て
気
づ
い
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
整
備
計
画
を
沿
道
市
民
の
納
得
の

い
く
説
明
を
受
け
る
ま
で
着
手
し
な
い
こ
と
、

お
よ
び
50
年
前
の
計
画
の
再
検
討
を
都
に
働

き
か
け
て
ほ
し
い
旨
、
武
蔵
野
市
長
あ
て
に
171

名
が
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
市
長
か
ら
は

東
京
都
に
伝
え
る
と
の
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

自
分
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域
の 

災
害
リ
ス
ク
を
知
っ
て
備
え
る 

 

一
月

24
日
午
後
、
本
宿
コ
ミ
セ
ン
で
東
部
防
災

会
主
催
の
防
災
学
習
会
「 

地
域
の
危
険
を
知

る
ー
地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
」（講
師
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
岩
崎
健
次
氏
）。
助
か
る
た
め

に
も
、
助
け
る
た
め
に
も
地
域
を
知
る
こ
と
か

ら
ー
と
い
う
わ
け
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
話
し

合
い
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
避
難
す
る
場

所
へ
の
自
宅
か
ら
の
ル
ー
ト
を
地
図
に
落
と
し

て
み
る
と
、
予
想
外
に
複
数
の
ル
ー
ト
が
見
つ

か
り
、
目
印
な
ど
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
の

日
は
行
事
が
重
な
り
参
加
は
少
な
め
で
し
た

が
、
避
難
ル
ー
ト
の
地
図
化
は
有
用
な
の
で
、

ご
家
庭
ご
と
に
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
を
受
け
、
二
月

27
日
午
後
本
宿
コ
ミ
セ
ン

で
、
四
丁
目
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（消
火
栓
、
危
険
不

安
個
所
、
電
柱
上
変
圧
器
な
ど
）を
作
り
ま
し
た
。 

 
「 
東
部
地
域
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

三
月
５
日
本
宿
コ
ミ
セ
ン
に
地
域
の
18
団
体

が
集
ま
り
、
各
団
体
が
現
在
の
取
り
組
み
を
発

表
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
三
中
と
本
宿
小
で

の
避
難
所
開
設
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
こ
れ
か
ら

で
す
。
本
宿
小
学
校
の
取
り
組
み
や
、
樫
の
実

幼
稚
園
の
綿
密
な
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
ま
し

た
。
子
ど
も
が
在
校
、
在
園
中
に
つ
い
て
は
安

心
で
き
そ
う
で
す
。 

 

   



 
 

 
 

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

一
月

19
日
梅
開
花
。
東
町
の

春
は
木
の
花
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ミ
モ
ザ
の
黄
色
。
三
月
半
ば
北
宮
本
小
路
杉
並
よ
り
の

３
本
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
の
白
！
。
三
丁
目
も
コ
ブ
シ
・
モ
ク

レ
ン
が
多
い
。
三
月

18
日
う
ぐ
い
す
小
路
の
し
だ
れ
桜

が
開
花
。
22
日
本
宿
小
の
桜
が
開
花
し
た
ら
24
日
に

は
花
冷
え
で
す
。
三
月

28
日
夜

22
時 

強
い
春
雷
。 

◎
一
月
８
日
（金
）
午
後
、
第
四
小
学
校
校
庭
で
恒
例

の
「ど
ん
ど
焼
き
」
が
あ
り
ま
し
た
。
体
育
館
で
は
お
汁

粉
が
。
お
な
じ
み
西
原
理
恵
子
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
。 

◎
一
月

22
日
夜
半
か
ら
の
雪
、
餅
つ
き
準
備
の
臼
に

も
積
も
る
。
今
年
は
雪
か
き
が
楽
で
し
た
。 

◎
五
日
市
街
道
ガ
ラ
ス
張
り
ビ
ル
のL

•A
•G

 
by 

Francfranc

吉
祥
寺
店
と
カ
フ
ェ
三
月
８
日
で
閉
店
。 

◎
銚
子
丼
丸
、
三
月
は
じ
め
改
装
予
定
が
撤
退
へ
。 

◎
大
シ
ョ
ッ
ク
！ 

四
軒
寺
交
差
点
北
、
二
丁
目
の
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
二
月

26
日
閉
店
で
す
。
こ
の
ビ
ル
B1
の

フ
ラ
メ
ン
コ
ス
タ
ジ
オ
ト
ル
ニ
ー
ジ
ョ
が
20
周
年
。 

◎
立
野
境
の
エ
ス
プ
リ
・
ド
・
パ
リ
三
月

14
日
閉
店
。 

◎
五
日
市
街
道
南
側
花
屋
東
隣
り
に
「江
口
洋
品
店
・

江
口
時
計
店
が
一
月

15
日
開
店
。 

◎
同
、
宮
原
歯
科
２
階
に
二
月
末
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グO

N
E U

P

オ
ー
プ
ン
。 

◎
四
軒
寺
の
コ
イ
ン
パ
ー
ク
が
撤
去
さ
れ
、
す
い
す
い
プ

ラ
ン
事
務
所
か
と
思
っ
た
ら
、
練
馬
田
中
脳
神
経
近
く

の
マ
ン
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
す
。 

◎
サ
ン
ロ
ー
ド
の
戦
前
か
ら
の
協
和
堂
時
計
店
が
二
月

末
で
閉
店
し
ま
し
た
。
薬
の
セ
イ
ジ
ョ
ー
も
閉
店
。 

◎
武
蔵
野
消
防
署
吉
祥
寺
出
張
署
更
地
に
。
カ
ル
ガ

モ
の
孵
っ
た
池
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

◎
二
月

12
日
、
全
国
・東
京
都
学
校
安
全
教
育
大
会

の
開
か
れ
た
本
宿
小
体
育
館
は
全
国
か
ら
の
先
生
方

で
満
杯
。
授
業
の
参
観
も
部
屋
に
入
れ
な
い
ほ
ど
。
「危

険
を
予
測
し
、
回
避
で
き
る
児
童
育
成
」の
集
大
成
で

す
。
自
信
に
満
ち
た
六
年
生
。
噴
火
の
ビ
デ
オ
を
食
い

入
る
よ
う
な
目
で
見
る
四
年
生
。
発
言
す
る
一
年
生
。 

                                  

          

街づくりができるのは、そこで生活  する私たちです。 
外
環
道
路
地
上
部
街
路
情
報 

「 

外
環
ノ
２
」
話
し
合
い
の

会
、
中
間
ま
と
め
作
成
に 

 28
年
二
月
２
日
に
「話
し
合
い
の
会
」の
中
間

の
ま
と
め
編
集
作
業
の
準
備
会
が
開
か
れ
、
都

と
以
下
の
点
に
つ
い
て
合
意
が
出
来
ま
し
た
。 

＊
編
集
作
業
は
１
年
間
、
来
年
三
月
完
成
を

目
標
に
す
る
。 

＊
構
成
員
全
体
会
を
４
回
開
催
。
（非
公
開
） 

＊
住
民
構
成
員
の
う
ち
ア
ン
ケ
ー
ト
で
編
集

チ
ー
ム
に
参
加
を
希
望
し
た
者
が
月
１
回

ペ
ー
ス
で
集
中
的
に
編
集
作
業
を
行
う
。 

＊
メ
モ
リ
ア
ル
版
（保
存
版
）と
概
要
版
を
作

製
す
る
。 

＊
完
成
後
、
広
く
周
知
す
る
た
め
に
、
住
民
に

開
か
れ
た
説
明
と
意
見
交
換
の
会
を
開
催

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

＊
こ
の
間
、
「 

話
し
合
い
の
会
」は
休
会
す
る
。

中
間
の
ま
と
め
完
成
後
、
「 

話
し
合
い
の

会
」を
再
開
す
る
。 

＊
途
中
で
も
、
東
京
都
、
武
蔵
野
市
、
ま
た
は

住
民
が
「 

話
し
合
い
の
会
」の
開
催
を
必
要

と
考
え
た
時
は
、
準
備
会
を
開
催
し
て
協

議
す
る
。 

  

外
環
本
線
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
と
、

家
屋
調
査
説
明
の
会 

 

◆
二
月

22
日
、
本
宿
小
集
会
室
で
外
環
本
線

の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
。
18
時
か

ら
、
片
隅
に
場
を
取
り
、
国

交
省
大
畑
課
長
が
質
問
に

答
え
ま
し
た
。
（下
写
真
）  

 

シ
ー
ル
ド
工
事
に
よ
る
地

盤
への
影
響
、
地
下

50
ｍ
の
ト

ン
ネ
ル
内
で
起
き
た
爆
発
や

火
災
事
故
の
避
難
方
法
、
テ
ロ
な
ど
に
対
す
る

対
策
、
供
用
（車
が
走
行
）以
降
の
低
周
波
の

影
響
な
ど
、
未
だ
納
得
で
き
る
説
明
が
あ
り
ま

せ
ん
。
三
月

18
日
八
本
松
ト
ン
ネ
ル
事
故
の

火
災
で
さ
え
あ
れ
だ
け
の
被
害
と
避
難
の
困
難

さ
で
す
。 

◆
二
月

27
日
（南
町
コ
ミ
セ
ン
）お
よ
び
三
月

７
日
（本
宿
コ
ミ
セ
ン
）、
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
た
め
の
家
屋
調
査
に
つ
い
て
説
明
会
。
計
画

予
定
地
上
部
お
よ
び
そ
の
両
側

45
ｍ
の
範
囲

の
対
象
者
向
け
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
説
明
資
料

お
よ
び
当
日
の
応
答
の
記
録
は
、
南
町
、
本

宿
、
吉
祥
寺
東
の
３
コ
ミ
セ
ン
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
家
屋
の
目
視
、
撮
影
、
測
定
に
よ
る
調
査

で
す
が
、
所
有
者
と
居
住
者
双
方
の
合
意
が

な
い
と
内
部
の
調
査
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。 

■
国
、
事
業
者
の
説
明
で
は
、
三
月
末
か
ら
説

明
の
チ
ラ
シ
戸
別
投
函
、
訪
問
し
て
調
査
日
程

調
整
の
後
家
屋
調
査
が
ス
タ
ー
ト
。
約
１
年
間

か
か
る
予
定
で
す
。 

 

地
上
部
街
路
話
し
合
い
の
会
に
つ
い
て 

邑
上
市
長
と
面
談 

 

市
議
会
外
環
道
路
特
別
委
員
会
（三
月

10

日(

木)

傍
聴
の
あ
と

10
時
か
ら
、
邑
上
市
長

に
地
上
部
街
路
話
し
合
い
の
会
の
市
民
構
成

員
８
名
が
面
会
し
、
各
自
６
年
間
の
思
い
と
、

中
間
ま
と
め
の
た
め
話
し
合
い
の
会
を
中
断
す

る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
中
間
の

ま
と
め
が
出
た
時
点
で
、
何
ら
か
の
態
度
表
明

を
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

即
日
控
訴
の
外
環
の
２
訴
訟 

昨
年
十
一
月

17
日
東
京
地
裁
で
「都
市

計
画
決
定
が
処
分
行
為
で
は
な
い
」と
し

て
却
下
さ
れ
、
即
日
東
京
高
裁
に
控
訴
し

た
「 

外
環
の
２
」訴
訟
は
、
二
月

18
日
の 

 

 

弁
論
後
、
弁
護
団
が
要
求
し
た
裁
判
所
に
よ

る
現
地
視
察
が
却
下
さ
れ
、
即
日
結
審
、
四

月

28
日
判
決
の
予
定
で
す
。
訴
訟
を
支
援
す

る
会
は
、
広
く
呼
び
か
け
公
正
な
判
決
を
求
め

る
意
見
の
手
紙
、
葉
書
を

裁
判
所
に
送
り
ま
し
た
。 

ホール 
55㎡／60名 
アップライトピアノ(有料)、投影スクリーン 白板 

利用者5名より予約可 

和 室 
18畳／30名 
座卓・座椅子、茶室畳(出炉あり)、TV 白板 

利用者5名より予約可 

児童室 
23㎡／12名 
机・椅子 座布団、幼児用遊具あり 利用者3名より予約可 

ロビー 
開館中いつでも利用出来ます。麦茶を用意しています。図書もあります。 
夏期は「武蔵野いっとき避暑地」にもなります。 

湯沸室 

 
ガスコンロ、調理台あり ポット 湯のみ、皿 盆 茶葉もあります。 

利用された食器類は、洗って元の場所に収めてください。 

九
浦
の
家
の
ご
案
内 



吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「 

九
浦
の
家
」

は
、
市
民
の
誰
も
が
自
由
に
利
用
で
き
る
多
目
的

施
設
で
す
。 

昭
和

53
年
四
月
開
設
。
日
本
画
家
の
野
田
九

浦
（き
ゅ
う
ほ
）旧
居
跡
に
造
ら
れ
た
事
か
ら
、
九

浦
の
家
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
画
伯
が
住
ん
で
い
た

頃
の
植
栽
や
石
組
み
を
生
か

し
た
古
き
良
き
武
蔵
野
を
感

じ
さ
せ
る
庭
が
特
徴
で
す
。 

 

こ
の
施
設
は
開
設
以
来
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
た
ら
し
い
住

民
の
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

利
用
可
能
時
間 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時
15
分 

 休
館
日 

毎
月
第
四
水
曜
日 

年
末
年
始
十
二
月
28
日
～
一
月
４
日 

 

九
浦
の
家
の
主
催
事
業
・
教
室 

「 

九
浦
の
家
だ
よ
り
」の
発
行
（年
４
回
）、
つ
ど
い

（身
近
な
問
題
が
テ
ー
マ
の
語
り
場
）、｢
ア
ジ
ア
を

知
ろ
う｣

学
習
・講
演
シ
リ
ー
ズ
、
九
浦
の
家
コ
ン

サ
ー
ト
、
お
餅
つ
き
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（春
・

秋
）、
バ
ス
研
修
、
街
並
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
桜
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
、
九
浦
の
庭
の
虫
さ
が
し
（夏
）、
吉
祥
寺

東
落
語
会
、
能
楽
鑑
賞
講
座
、
競
技
か
る
た
、
百

人
一
首
カ
ル
タ
大
会
、
太
極
拳
、
囲
碁  

暮
ら
し
に
役
立
つ
こ
と
、
あ
れ
こ
れ  

◆
車
椅
子
の
貸
出
し
が
で
き
ま
す
。 

◆A
E
D

も
あ
り
ま
す
。 

◆
誰
で
も
ト
イ
レ
：車
椅
子
で
入
れ
ま
す
。
お
む
つ

替
え
が
出
来
ま
す
。
オ
ス
メ
イ
ト
に
対
応
し
て

い
ま
す
。 

◆
粉
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
を
提
供
し
ま
す
。 

◆
コ
ピ
ー(

モ
ノ
ク
ロ
１
枚

10
円
、
カ
ラ
ー 

 
 

１
枚

30
円
／B

5

～A
3)

が
で
き
ま
す
。 

◆
簡
易
印
刷
機(

／
ハ
ガ
キ
大
～A

3

、
有
料

１
版500

枚200

円 

追
加500

枚
ご
と
イ

ン
ク
代100

円)

が
あ
り
ま
す
。
紙
利
用

はA
3

１
枚

1.2
円 

A
4

以
下
１
枚
１
円
、

持
ち
込
み
も
可
。 

◆
活
動
紹
介
の
チ
ラ
シ
が
お
け
ま
す
。A4

サ
イ
ズ
ま
で
。 

◆
市
指
定
ご
み
袋
の
販
売
：５
㍑
～

40
㍑

の
各
サ
イ
ズ
。
40
㍑
袋
は
一
枚
で
も
売

り
ま
す
。 

◆
市
指
定
危
険
ご
み
袋(

赤
い
袋)

を
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。 

◆
市
指
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
み
袋
を
配
布

し
て
い
ま
す
。(

条
件
あ
り) 

◆
牛
乳
パ
ッ
ク
、
古
切
手
、
ベ
ル
マ
ー
ク
、
使

用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。 

◆
福
祉
事
業
所
製
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

を
販
売
し
て
い
ま
す
。 

 

貸
し
出
せ
る
も
の 

車
椅
子 

う
す
／
杵 

蒸
し
用
ボ
イ
ラ
ー 

 

台
車 

リ
ヤ
カ
ー 

図
書
（ロ
ビ
ー
本
棚
） 

館
内
の
み
貸
出
… 

碁
盤
／
碁
石 

ラ
ジ
カ
セ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー 

ア
ン
プ 

 

 
こ
の
施
設
に
あ
る
部
屋 

ホ
ー
ル
（
55
㎡
） 

和
室
（
18
畳
床
の
間
付
き
） 

児
童
室
（
23
㎡
） 

ロ
ビ
ー
（大
、
小
テ
ー
ブ
ル
） 

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

◆
利
用
予
約
を
、
利
用
日
の
一
ヵ
月
前
よ
り
受
付

け
て
い
ま
す
。
貸
出
条
件
等
に
つ
い
て
は
、
窓
口
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◆
武
蔵
野
市
在
住
・在
勤
・在
学
者
な
ら
ど
な
た

で
も
利
用
出
来
ま
す
。 

◆
も
し
来
館
時
に
空
い
て
い
る
場
合
は
、
ど
な
た
で

も
、
各
室

1
名
か
ら
当
日
利
用
出
来
ま
す
。 

 

各
種
発
表
・会
合
・練
習
・気
軽
な
～
本
格
的
な

サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

吉
祥
寺
大
通
り
突
き
当
り
荷
捌
き
場
東
、
女
子

大
通
り
「 

つ
ま
み
絵
美
術
館
」西
フ
ェ
ン
ス
、
安
養

寺
墓
地
南
塀
に
公
式
掲
示
板
が
あ
り
ま
す
。 
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吉祥寺東コミュニティ協議会 
 

● 武蔵野市吉祥寺東町  
 １－１２－６ 

吉祥寺東コミュニティ  
センター（九浦の家）  

 

吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

九
浦
の
家
で

出
来
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

  ◎皆さんのご参加をお待ちしています。 

吉祥寺東コミュニティ協議会（九浦の家） 
2８年度 住民総会 

4月16日（土）九浦の家ホール 
 
第1部 総会 2７年度事業報告・決算報告 

   14：00～  28年度事業計画案・予算案 

         28年度運営委員承認 
 
第2部 住民・利用者交流会 

   15：15頃～茶菓を用意します。皆さんの活動の一端を紹介し
てもらいながら、センターのこと、街のこと、話しましょう。 

 

行
事
予
告
は
４
ペ
ー
ジ
に 運営

委員
募集

 


